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=都 市自主防受割練指導者垂成擢座

夫 も

自主防災割1練指導者責成講座修子書290人突破!
迎域防災リーダーを育成し地渡Fj災力を高めるためH協 穣会で1ま この指導者婆戒講座に力を入れています

また す酪 養成議座の憾〒きを対象に お 尊者随の検りつたがりとフォローアップを日的とした =獅 市自主

的 廠蟻章者ネットワークを組撤していま立 このように 抱 域に防災リーリーカ増 え地劇」のつながり
もできること【 麟 及方向卜が閉各されまiこ れから  ヽ地 歯み防災リーダーを増やしましょ〕

三郷市の自主防災会組織率
対象団体数 (的会 自 治会等の数)… …1勢tE体 (Xみ ごと団地自治全は竹区単位)

自主防及会の数― 抑23団体  団 体数での組織華………913ス

組織されている地転の世帯数での組織燕……929%

《参考)(平 成22年防状白ごより)X世 布数での紅殺車

全国の組総革……735%  埼 玉県の組紙ネ……776イ
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会 長 Ⅲ 村 智 英
`地 ,て 0た 性ヽお奇Fltり =な る研盗を行Ⅲ Ⅲ 斑仁

ヽの"央 意勲高録にヤ躍いただいてヽります

平成21年 12F3に は こ ■●J的 苺会て0■ 助"

掩務有"Ft庁 にrrfり上|アられ A打 広報母組■転送され

ました こ のような喜ばしいことは こ itからり括助の

助みになるヽつど忠います
/f年度は 気 ,変 期が取しく 菫 りをとにヽtt私以降

はキ控て楽中毒高り縦害が多発いたしました こ りま,

た■宮/fF起こう度に 紅 Xて 臨力しあうことの大切さを

実感いたします

白=け 次拒助は け 去tヤ ーウー ドに 地 弦の皆どん

ぉF格束してコミュニティーを言ある つ り■段であると

gい ます 当 機議会では 地 域の侑ど沫じrrなら合ヨ主

肪去会が査々売真するよう ま Xご 進めてまい,ま すの

で ご 鶴力をヽ顧ⅢⅢたします

キ■=を 円滑に実摘するため 笠 員会rど `部 会tヤ

成21年 には 11口 行いました 英 砥したを手英に,

いては 次 のとヽ りてす

平成21年 0月 10日(と)雄 全 着 Bj=□ 発表

Xtttna大会ま宮で田nt ,芸報告 江字 す禁i,直
(豹  予 算(実)0承江 rt席ヤlo6名

平成?1年 7月 12日(日)日 =防 共田練指喜費ItH躍

崎大,一 ター0芸 成 長 護者02名

子成21年 6月20日(日)第 22回三窮市組合筋災口費

n力卸 “ 0コ を24“
平成21年 10■ 10自(日)お お■ネH/トワーク全体全及び

研修会

荘ま i帳神改革六ま災その英を支どヽ切0加 AFに つ

いて 事 拘す言45者

子確 1年11,15日 (日)ヨ =防 資紳報お章々姿成い理

資“者,0そ

平成21年11月から平に2容 2月 ク ロククtr報受斑会

市内7プ ロックて印に を 自=け ナ■つ古助■配ヽ超

苫■つ課題などに,い ての情報=強 を実砥 0加 言
110名

平鹿 1年12月10日(月)″ =`自 =防 英組発行

第13,t全 声口布

章彦 24F l月1'日(国〉 厳妨 全
1地球拒聴イヒの影脅と大宇ヽり怖え 心 付えJ気 夕予

無i:口 代氏 0加 =3274

平成″年 2,第 日(コ)日 =妨 X顧 壊情吾苦=成 田窪

受 rt吉6Sち

平成22年度F‐=に おいて承認=ftま した 0家 訴皿エ

ど子革り続"に 水のとおりてす

事業8t百億雲

7成 2 2年 0月 モ2日(■)結 会 活 動,例 莞芸■

平成22年 71 1 2 5日(日)自 ■悔央剖擁指毒者業成々,

平成22年 7■―    ホ ームページエ斬

平成22年 8月29 Eイ日)第 23口三幻市結合Et友』蔑

平成22年10月,, E ( E )指 専ヤネットワーク全体会,

平'22■ 10,～

Lr T“芸

フロック情確交流芸

十威22年 11月 1■日(日)自 工け次測練信ヽ言I成 14に

平成??年 12月 iS日(本)'さ を自=け 交盟第14号完行

7'2S,2月  ,H(火 )観 察研ヒ

平A2342月 20日 (a)日 =け 加 経常奇 “業成 rtF

予舞授要
収人について1ま iに 全資 三 海市師"す XJ前 年度

躍題とで 打 12 ,万円を■とんtい ます

支出についてい わ 10 2万円のす業ぬtF r f上し t専

言奏Ft  t '  E報 志の発行 塩 算りrに ホ ームベーンの

電新などのⅢ隼どとあてまいいます そ の他 Ⅲ 務資

全誌輩章を計上しています

災害時に助け合える地域づくりを目指して

三郷市自主防災組織連絡協議会

日中よ り 市 長りを機にヽかれま

しては 向 = "央 削縦に金カロされる

など 処 疫【の日主筋ナ活助都 り

立てていただ= あ ,力【とうござい

ます ま た そ れを支えていただい

てヽ 均=す  ` H = "央 套の,員 ゆ

暫い0ご ヽ力に専謝申し上げます

旨ほ譲全て|ま 把 転宮i防 氏活動

の充資を目指 して 車 業を震阿して

ヽ,ます

中でも地芝断火力0向 上を日的とした"A '一 ″―育成

rl栄では 7穴 10 i度 から軍,日 =妨 大調練指ヽ言奏に

科とをM把 し 現 在では2, 0名を憲える方がほ子し 赳 イ

て市題をされています ま た さ どに子章て組模してお,

ます 三 輝市白=防 次紙細訓縦ヽ尊ヤネットウークてい

奪 ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ 0ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ 0や ゆ ゆ ゆ 0ゆ Ю Oゆ ゆ ゆ

□□囲□固□団国固 □囲□回□固園固固
□回回□□□□国

平成 21年 度自三務災煎強実績 嵐 凛実鹿団体 0● 団体 李 加右強 4882名

卒虚 21年 度受0,等 室“状況 く轄由金活用分 )4フ 団体
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苺=た 一AED ■

F中 担来Fα  Rr_

初期消火ヨ‖確n紙

`町 会から15る 0

草加で一妊 =妊

三班に,が れて実臨

しました ど ちちり

副経も 今 まてめ,

研災活動は自助と互助の踏み合い体制が肝要

=吾 d月 12国  =力 1市百三防次紅醸題篤ほ議会にて 高

如 東 町れに 11■ 4二 望驚会 (以下高 京 地〔`査 臨)の

百=防 及題練活動の,函 既まの機会を正= 琵 ま承 しました

内を こつさまして こ こにタインェストほとしてあらためて

紹どきせていただ宮ます

お 京 班区は三海市り東Httrし  六 卓"り H回 にrjっ

て工磁的区割 りとしては 同 まウやすい地碧的英■にEま it

てヽり 11町 合わ弾 練されておりま4

しかヽしな打ら,ittXJ=苺 iの ほ東京"に t国 すること

によって tr々 な面て立ヽ優れていることにたほ騎を持つて

“ヨ和 S7年 に高打 東 町地に 11■ 4ヱ 題篤宮″■足した0

であります

よってヽな0町 資だ チでは 断 文問題tま しうとして妨■

円題 幅 社の問題 弘 ヽの向題 E晴 望眠の的四守々摩々な

面て限抑 【転 しうれて 白 朗々方は当然の■とてあります力【

公町ど末あるめみてなく 「白,淳 のわは白ケ連て,ZJを テ
ーマに二幼相い0た じめ埼オ江□うれたつ江市 京 地〔りと

語■4縦 てあります

自動 工 助写力0た す取 り紅んだ0わ!「財夕問題J「 "■

問題Jて あります 11口 r=り 望指は 町 奈のユではなく拍

ll同 を ス資 P■ A 4有 班 民 4岳 R車 ■を菩=こ んだ

に制を■いとしてお ります

とりわ,"チ 円題については 地 室の防文リーター言成め

両■Aト ロールHと し

て活理してヽります

まとめとしては 町

合革型り白助活動 ど
「11,■ と統のこ助

市助JO蔦 A合 い"室

要ttrる と共に 「担車

の,― ター言え十が班

rrLヤ ゆ 雄でしょう

者汚 翻 埋 列 Ч

13町会による 「早稲回地区合同防災訓鶴」終了 !

lt実町全白主崎氏合 全員 富 国  隆 男

O Л21コ(口)■前 0に かち"憶 力ヽキ弦にわいて 平 成22年

度り阜吊日地区 13町 ■百=EFA■ (■回 万 座上 丹 寝T

阜綿日 lT目  阜 稲口つつあ 大 広■ t茂  ぼ 正 ST日

=駈 2T日  草 房1, lt実 ,ど り こ 踊 1,J町 会自=防

災A)に よ石 合 同防蜘 1顔"zl確 れのイズのなが514ちの

摩加で実ほされました

この訓練は 実 行=員 資組績を【 ,長年中喜朗て持す町全

(今年度|ヒ実町全宮m央 ,岳 日長)を 真めて隠に しておりま

す

Ⅲ練恵tは  「 Trd2 249■ 21日 午前?Ⅲ 20ケ ご■

四真再師にな度6の 地震が発とした `“ ■の全嫁■索Eの

回娯 道 路の授盟区U友 通夜円を ましめ 水 道 電 気 電 高

害ライララインに紙を打受とした `白 =Ft英 会の英奮打革

京都を丹種小■協t設 置し 登 ●の逮電を円いする1  とい

,こ とであ,ま した

初に 初 期"火 剖練 (水ヽ 大督 て およら毎 ′【ケツリレー)

江,わ れました `唯 か,15る め釜bnて一車 二 題 モ分

けて実援しました ス に報抑 報 (三負Ⅲり蜘 方 = t師

Φ 地域活性化は組織力とリーダー商成が急務

“=路 まえた江ll輌をr' 実 施した結完 例 年より効車的

にコ1離力1出来たようです ま た 妊 ごとに■に者をたててブ

ラ"― いFrつて合れて,号専したこと" ヨ 加章はもとより見

■者にとってヽ分ⅢⅢヽすく出来たと盛rま した 訓 縦題日

の中で 心 81素=た はとす需動 F高まって言ていうる日とい

えます 0加 言も=剣 f[取り組んていました

とめ的 ど 首=け 大全ては格ミ草水仙縛tiい  ほ ■ 境

,航  震 f=ほ  カ レー4■ り上"て おりました た にては

ボンブ波水引紙わて行われました Ⅲ "回 員 こよ0-斉 j17水々

摂てあります ■ 晴Ⅲめ空にtl水された水汀率ヽかにはし出

されていました 前 終終7後 り印■式のなかで ltF力1あり

消防本部Htケ率からは砲転に授=し た一層りFt要な胡lFり

て 「自分たちの街は白,た ■でするJ 質 全推進霞ヱからは

i"推 進していう宮=防 瑛ヨ1窯指章言凄成じ座に摩加 して

「地取のけユ,一 ターJを 増や してにしいとのことでありま

した

この榔臨を強に,岳 □地区並すに`町 を断人全の取擦【“

のい■と質なるこ民間のコミュニケーンョン江口ちれたとg

いま工 また 央 魔に向けて,回つ“■せ会をHFにしてお り

承 り本b=■ 年ヽキ″紙氏詢 てごており貞i転 神夜塔地

な以来 奎 国内に叫ぼれています 「芸ヽ 安 全な街!を 堂町

ものて'" ■ ■はいつヽつてくなか分かりません tOこ

と"う ヽ 「防次引練Jは 長ヽ自ケ自=ゃ ま庭 I由域にF立 つ

ものと考え=F

結どに こ り刑1頼にな爆ゃよ送設的篤0臨 力をいただどま

した ,盗 小争た五キ茂長死とおう `関 係出年のをほにさ

力ヽ■Ⅲ■■■し上,アまエ

高打 期 地区11■,長 匿括合 誉'萄 地 崎 孝

ために4年前から同■崩文織■力̀認定す0革 そ 「妨究=Jを

11町 全【15る めヽ格者ことときt■ました

このFを は ま た国家京ほてはありませんが ほ 四は□宝

=付 のた0の や備を,っ てヽります 日 ■=コ マ7j災■=“

青は 10月 オ現在“1380人の多さに,っ てうります

=輝 市白=助 大組中逆臨ほ議会力1おこなっている 「常専=

差ない産ど了れ とにッキン/r=せる[t"名 実其に防人リ
ーターを考えてヽ,ます

現〔 妊 弦市[イヒのあに向ようもな筋なのは  「町会題は

0た けの方肇ヽほえるリーターJ  I成 及 防 ■つための行

動するリーター",成 で1まないかと盛じております 縛 た,ェ

るのは お り4Hよ りも 一 つ0カ 強| 実ヽ行方Jわ【,た れま

す 高  東 地区てR■ しているキ0国 t灯 ′ヽ 卜D― ルトは3

5ヽあワ 決 言Ⅲりを鞭“としてり藍確を打たせると共t

il ,‐ ■ね IIC'れ■IIS―
1●,  的 全 ■ヽt tHPllet S
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三郷市自主防箕組想
連絡臨壊会紀員

会長■守智
2☆前=0

(吉正 2「目町全台宣防文全)

副会長 驚 紅  崎  =
(宝町, ,″ 研査自=防 災全)

副会長 岡 オ   正
(`,ど 工十,2自活査台=航め

会  rr書  原  み つ子
(チきを回地=付 E白 =航 夕虜)

幹 事 笙 井 表 現
てみごとヨ=と を百二所匹会)

韓 , 斉 標 / 4 N ―

(■″“,エロ国町今首三は■全)

幹 手 ヨ 印 源 岩
(■″臨ユ均町会首=防 1 4 )

静 軍 中 国  お
(市 助 HF奎 台=防 よ 会 )

韓  , 充 可匠   長
(に,■ “奎 自=防 女奎)

韓 車 松 " 文 雄
(■震■■会 自=防 支会)

章  =加  藤  英  え
て=壊 2 T日 町会自=筋 賞会)

寄 車 住 霞 俊 彦
(早配EI質ⅢⅢ8地 日=防 メ台)

寄 軍 霞 井 揺 要
て三申■■コ京―ど宅白=所ズう

監  , コ 合ヽ写 芳  男
(タワーズE百酒査自=厳資資)

監 = 前 E 荘 欠
( 合日市 n I 査自= l ■賞な)

自=tt,日申 題Ⅲ7言 い 10い ,11印

印 口力 ″

コ霞 tl業 宮 コ 費 コ =工 田正東 F口  所 ―

コ霞 工 要 確 モi tl "末  Rに  大 Aほ 8■

稼   圧  可 m Sを  お 末 =昭

,ココ国こブEック

にⅢ 本末 長 資 市大 三け“―HF 大田 F京

調31 両予

■和■ツn″ク

甘" 在 真 掲打 打央 ね = I女  氏 口  四

護朗 二人 「IⅢ 昭 = 虜 口登ど一 査■  ●

宝詢Bク 0ック

ヨⅢ Ⅲ i 市 臨  荒  “臨 =車  =, tI

=前  海お 奎 i  紙  い これ■=

ま電ブロンク

で藤  者 " 天 Ⅲ 整述 山● I= ■ Ⅲ =A

■EI〕喜I =飯  奈 斑 臣 HI A4 Em  カ

宣口  瑚  植 = 丈 蔭 四 内 =コ

,`と 国なアロック

reS  E n  嵐 十 Ⅲ高 bヤ  付 口  幅

と言ぇrr7 短 u ど ■

=つ官軍ブDック

車  複 末 盲 町 B萌  ,末  おお 0本  チ =

開証 莉 雨 =■   ■  樽 R 4二  F末  立 成

m力 することも せ 城りけ次につなが

る●とと思います

災筆  娘 のと民として=t活 動

する神け口と自=Fr友組検″ 相互に
達に し効東的に災害対応を行うたじに

よ 割,経など日卓から穣tヽ わせて

は力関係を築いてヽ くこと'1大切だと

思いまi

地域り憶力の崎を広げてじ災力を高

めてい言まし■う

臨 筋回に出する回い合u
"防 程騒漂 TEL OS2-0710

消防団との連機で地域防

摯 市消防国は 6分 □24狂 ゆ“成

で市内,既 り消町活動を■つてヽウ〔す

消防田員は 自 ●の仕事に就営なんFら

4

自主妨投割1練指導者褒成講座
i私た,の rユ  私 た,江 する1″

■―,一 卜のも= `宮 =廟 ■会活動

O rrに■t藤 所■力Ⅲ■を目的に

rEAリ ー″一のす茂“ととして

オⅢ座を工成 1●■座力ヽう限把してお

りま|■

"「 は 白 ib蜘 練を々高する査

電知蔵とま“め習fr=同卜し 3同 0

真"で な7と してヽまi l口 日はな

葉 2回 目に■確 る Fロ ユ消I`い

う形モステ ′ブアッブす,内 をモ延め

ておりまあ

に子を″iい0百 三阿】全ヽは =遭

題に読合『■のコ1臨貫模■イ馬体関'ヽ

ウス 水 河火既など)0点 しJし をi

ti lutRにあつた自分たヽの防友前FF

を真にしていただいて0つ ます 白 主

け■却H縛ガ 資 す0却1諄から自文0ま

練へと It'め 日指す題転め厳■方向

上"月 に見えて前まっているこのをな

▼ております

第 16朗 から"1■ 規のユEr 末

め57ち の方力ては7ヽ たしました 既
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